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トウ キ お よ び ミヤ マ トウ キ 自生 地 の 植生 に 関す る研究 （1）
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　Phytosociological　studies 　on ／lnge！ica　 actttiloba 　were 　carried 　out 　in　Gifu　prefecture　and 　in　the
neighbouring 　areas ．　 Two 　taxa 　 of 且．　acuti ！oろα were 　found 　in　the　 wild ，　 One　was 且．　acutiloba
KITAG八wA 　var ．　iwatensis　HIKINo　growing 　in　the　mountainous 　temperate　grassy 　fields，　and 　the　other

was 　A ．　aczatiloba 　KITAGAwA　var ．　acutitoba 　growing 　on 　the　banks　of　valleys 　ill　the　middle 　temperate
zones ．　 Both 　taxa 　were 　found　at　rocky 　places 　where 　there 　were 　chances 　of 　being　disturbed．　 BQth
of 　the　wild 　A ．　acuti ！o ろa　were 　considered 　to　be　adaptable 　to　envirQnrnental 　changes 　as 　they 　grow 　in
the　ground 　liable　to　disturbances．　 Flora 　investigation　implied　that　the　community 　of 且．α cutiloba

var ．　itvatensts　had　some 　elernents 　of　the　Miscanthus　 sinensis 　community 　 and 　some 　elements 　of　the
subalpirle　broad・1eaves　grass　comrllunity ．　 It“

・
as 　clearly 　shown 　that　the　community 　of ．4．　acutilo ろα

var ．　acu 彦igoba　belonged　to　that　of　Rhododendretum 　indici．
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　 当帰 は 漢方薬 に 配合 され る な ど 占 くか ら使用 され て きた

婦 人 要 薬 で，第 7 改正 日 本薬局方以 来収 載 さ れ て い る
2 ）．

本邦 産 の 当帰 は 山城や大和 で 栽培，生産化 さ れ た 大 利 当 帰

（大 深 当 帰）と こ れ を北 海 道へ 移 入，交配選抜 さ れ た と 言

わ れ る北 海 当帰 が あ る
2）．日局 8 ま で は 従来の 大和当帰 の

基 原 植物 と され る トウ ee．Angelica　acutiloba 　KITAGAWA の

根 と規定 され て い た が，改良や 選 抜 に よ り純 系 の 1・ウ キで

は な く近 縁 種 が 多少 交雑 して い る可 能 性 も疑 わ れ，基 原 植

物 を固定 して 考 え る こ とが 困 難に な り， ま た 市 場 の 流通面

も考慮 さ れ， 凵局 9 か らは 基原植物 に そ の 近縁 植物 が 追加

さ れ
3〕現 行 に 至 っ て い る．実際市場 に 出回 っ て い る もの は

大 半が 北 海 当 帰 で あ り，良 品 と され る 大 和 当 帰の 生 産 は 減

少 し，近年外国産 の もの も輸 入 され て い る
2−o ．本 邦 産 の 栽

培 トウ キは野生 種．の ミヤ マ トウ キ A ．acutiloba 　 KITAGAWA

var ．　 iwatensis　 HIKINOあ る い は ツ クバ トウ キ A ．　aczatiloba

KITAGAwA 　f．　tSukubana　HIKINoが 栽培化 さ れ た もの と も言

わ れ て い る
U，．か つ て は 各地 で 栽培 また は 野生品を採取 し

生産 さ れ た もの を常 陸 当帰，仙 台 当 帰，越後当帰，伊吹 当

帰 な ど と して 市場 で 取 り扱 わ れ た こ と も ある
5）．

　当帰 に つ い て 多 くの 報告が あ るが ， 基 原 植 物 と して の 野

生 トウ キ類 の 生 態 に 関す る研 究 は さ れ て い な い ．伊 吹 山 の

高所 に は ミ ヤ マ トウ キが 多数自生 して い たが 現 在 で は 著 し

く減 少 して い る
6）．トウ キ類 の 自生 地 の 植生 を 調 査 し，そ

の 立 地 環 境 を 明 らか に す る こ と は 種 の 保存や 薬用 資 源 の 確

保 に もつ なが る と考 え本研 究に 着手 した ．トウ キ は 関東以

南の 太平洋側 に分 布 し ， ミヤ マ トウ キ は分 布の 中心 を北陸

地 方 か ら東北 日 本に 持 ち，北海道南 西 部 に 及 ん で い る
7）．

今 回，岐阜県 お よび そ の 周 辺 を フ ィ
ール ドと して， トウ キ

と ミヤ マ トウ キの 自生地 の 生態調査 を行 っ た．

材 料 と 方 法

　岐阜県お よ び そ の 周 辺 に 野 生 す る トウ キ類に つ い て そ の

自生 地 を探索す る と と もに Braun −Blanquet法 s ｝
に よる 植

生 調査 を行 っ た．す な わ ち，トウ キ 類 が 最 も よ く生 育 して

い る と思 わ れ る場所 に 調査区 を設 定 し ， そ の 中に 出現す る

シ ダ植物以 上 の 種 の 優 占度 と群度
呂〕を 記録 し た．こ の よ う

に して 得 られ た 資料 をもと に 群落 の 植 物 社 会 学 的 な 位 置付

け を行 っ た．

　調査 に あ た っ て は トウ キ 類の 生 育す る環境条件 の 把 握 に

努め た．さ らに トウ キ類 の 分 類の た め に 常法 に よ り果 実 の
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N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

横断 面 を観 察 した
9）．

調 査 結果 と考察

　1． 野生 トウキ類 の 分類

　岐 阜県 お よび そ の 周 辺 に お け る 地 域 の 野 生 トウ キ類 につ

い て 2 つ の 分類群が 確認 さ れた ．ひ とつ は 果実 の 形 状 が 幅

広 く広卵形 で ，合生 面 で の 油 管の 数 が 8個 以 上 の ミヤ マ ト

ウ キ で あ り，い まひ とつ は 果 実 が 狭 卵 型 で 合生面で の 油管

の 数 が よ り少ない トウ キ で あ っ た
9）．ミヤ マ トウ キ は 小葉

の 基部 が 円形 で トウ キ に 比 べ て 幅広 く， 葉 の 質 も厚 い ．花

茎の 色 は 緑色 の もの が 多い ．一
方，トウ キは小葉の 基 部 が

くさ び 形で ，花茎 が 紫 か っ 色 を して い る．葉 の 質 も薄 く，

表面 に 光沢が あ る．

　 2．野 生 トウ キ類 の 分 布 お よび調査地の 概要

　岐阜県 お よ び そ の 周 辺 に お け る地 域 の 野生 トウ キ類 の 産

地 を TABLE　Iに ， 分 布 を Fig．1 に 示 した． ミ ヤ マ トウ キ

は 岐阜県 の 伊吹 山，冠山，坂内村，自川村，富 山 県 利 賀 村，

平 村 の お もに 県 境 の 山頂 部 の 草原 や 岩 壁 に 見 られ た ．トウ

キ は 飛騨 川 沿 い ，岐阜県東 白川 村，愛知県足 助 田∫の 渓 流 の

岩場 で見 られ た．

　 ミヤ マ トウ キ の 代 表 的な 産地 と して 伊 吹 lllと， トウ キ の

代 表的な産地 と して 飛騨川 （小 坂 町）の 気 象観 測 資料 を

TABLE 　IIに 示 した．伊吹 lllの 気 温 に つ い て は 麓 の 春 日村

の 観 測 資料 を 元 に ，高 度 に よ る気 温 減 率 を
一

〇．6℃ ／100m

と し て 計算 に よ り求 め た．こ れ か ら伊 吹 山 の 暖 か さ の 指

数
1° ）は 70．3℃・month と な り気候 に よ る 植 生 ID は 冷 温 帯

落 葉 広 稟 樹 林 域 に 属す る こ と を示 して い る．飛 騨 川 の トウ

キ 自生 地 の 暖 か さ の 指数 は 99．9℃ ・month で あ り，こ れ は

暖温 帯常緑広葉樹林域の 上 部に属 す る．通 常は カ シ類 の 生

育が 見 られ る は ずで あ るが 本 調 査地 の 飛騨川 流域 で は 内陸

性 の 気 候 の た め 寒 さ の 指 数
kO 〕が 一11．7℃ ・month と大 き く，

カ シ 類 の 生 育 を 阻 ん で い る．こ の こ とか ら典型 的な暖温帯

と は 区別 さ れ，冷温帯 との 移行 地 帯 と い う意味 で 中閔 温

帯
12 ｝と称 され る こ と もあ る．

　3．伊吹山の ミヤ マ トウ キ 自生 地の 生育環境

　Fig．2 に 伊吹 山 に お け る ミヤ マ トウ キ 自生地 の 植 生 区分

図 を示す．調 査 地 は 伊吹 山 の 北 東側斜面 に 連 な る 山 地 の

Fig．1．Distributional　Map 　 of　the　Angeiica　 acutiloba 　Com −

plex　C （，mrnunities 　in　GifしI　Prefecture　and 　Its　Sur・

roundings

l−14： locality　 nulnber ，　 see 　 TABLE 　I； ●； Angelica
aCutil θba　var ．　iWatensis　c 〔｝mmUnitieS ，▲ ：A ．　aCutilOba

var ．　 acutiloba 　Cornrnunities ．

TABLE　 II．Temperature 　and 　Precipitation　on 　Mt ．　Ibuki
and 　Hida 　River （Kosaka ．chQ ）

Mt ，　Ibuki　 Hida　Ri▽ er

Altitude （m ）

Temperature （℃ 〆year ）

Warrnth 　index （℃
・
month ）

Coldness　index （℃ ・month ）

Precipitation（rnm ／year ）

1，000
　 9．0
　 70．3
− 22．OL578

　 526
　 12 ．4
　 99．9
− 11．72
，293

Based　on 　thc　observations 　by 　Gifu　Meteorol（，gical　Ob・

servatory 　（1949− 1979）．

TABLE 　I．Investigated　Populations　of　Angelica　acutiloba 　Complex 　in　Gifu　Prefecture

and 　Its　Surroundings

NQ ． Localjty Altitude（m ）

12345678901234　

　

　

　

　

　

　

　

玉

ll11

Mt．　Ibuki，　Sasamata ，　Kasuga −mura
Mt．　Ibuki，　Tsubakuro −cliff，　Kasuga ・mura
Yasyagaike，　Sakauchi−mura
Mt．　Kanlnuri，　Kanmuridaira，　Fulihashi−mura
Kazura，　Shirakawa ．mura
Toga−mura ，　Toyama 　Prefecture
Taira−mura ，　Toyama 　Prefecture
Hida 　River ，　Nagat 〔》ro ，　Kuguno −cho
Hida 　River ，　Nagisa，　Kuguno ・chQ
Hida　River，　Musubara ，　Kosaka ・cho
Shirakawa　River，　Nakagawa ，　Shirakawa −cho
Shirakawa　River，　Magarisaka ，　Otsuhara，　Higashishirakawa−rnura
Daimyozin 　River，　Gotonai，　Higashishirakawa．mura
Kamikoshi　River，　Miuchizore，　Asuke ．cho ，　Aichi　Prefecture

1，0201
，0501
，1001
，120

　 460

　 250
　 250
　 610
　 590
　 550
　 280
　 40D
　 560

　 550

（256）
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Fig、2．　 Vegetational　 Map 　 on 　 a　 Angelica　 acutiloba 　 var ．
　　　 iwatensals　Communities 　in　Mt ．　Ibuki 〔Locality 　No ．　l
　　　 and 　2）

　　　 a ：Aucubo−Fagetum　crenatae ，　b ：Qztercus　mongolica

　 　 　 var ．　grosseserrata　cornmunity ，　 c ： forb　community ．
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　尾根 部 に相 当 す る．こ の 周 辺 の 植 物 群 落 の 気 候 的極相
”）

　 は ヒ メ ア オ キ
ーブ ナ 群 集

13a ）Aucubo −Fagetum 　crenatae

　MIYAwAKT　 et　 al ．1968で，伊 吹 山 で は 標 高 1，00e　m 以上

　 の 地 点 で 見 られ た （Fig．2，　 a ）．調 査 地 周 辺 は 広 く ミ ズ ナ

　ラ林 QeterCms　mOngOliCa 　var ，　grOsse∫errata 　community で

　被 わ れ （Fig．2，　 b），こ れ らの 林 が 成立 し な い 岩の 多い ガ

　 レ 場 や 風衝地 に は ミ ヤ マ トウ キ を含 む広 葉 草 原 forb　com −

　munity が 成 立 して い る （Fig．2，　 c ）．伊 吹 山 の 上 部 は 石

　 灰
．
岩質 で 上 壌 が 浅 く，また 急傾斜地 で あ るた め，冷温帯林

　の 気候 的 極 相 で あ る ブ ナ 林 の 成立
14 〕

が 見 られ な い 地 域 が

　 あ る．

　　調査 地 1 （TABLE　I，
　 locality　No．1 ；Fig．2，1） は尾根

　に近 い 山腹 の 斜 面 で ，ミヤ マ トウ キ は 小 さ な 谷 地 形 の 底 部

　 に オ オ バ ギ ボ ウ シ，クサ ボ タ ン ，オ トコ ヨ モ ギ， イ ブ キ ボ

　 ウ フ ウ，イブ キ コ ゴ メ グサ ， タ カ トウ ダ イ ， キバ ナ カ ワ ラ

　 マ ツ バ な ど と共 に 生育 して い た ．周辺 は 高 さ 2m の 密生

　 した ス ス キ の 草原 と な っ て お り，ウ ツ ギ，イボ タ ノ キ な ど

　の 低 木 と コ イブ キ ア ザ ミ，ミヤ コ ア ザ ミ，シ シ ウ ド， ア カ

　 ソ な どの 草本か ら構成 さ れ て い る．

　　調 査 地 2 （TABLE　 I，　 locality　No ．2 ；Fig．2，2＞ は 伊吹

　山 ツ バ ク ロ 壁 （ガ レ 場 ） で ， ミヤ マ トウ キ は イ ブ キ コ ゴ メ

　グサ，キバ ナ カ ワ ラマ ツ バ ，オ オバ ギ ボ ウ シ ， ア カ ソ ， ヒ

　 メ フ ウ ロ な ど と共 に 出現 した ．

　　 ミ ヤ マ トウ キ は こ の よ うな 日 当 た りの 良 い ガ レ 場 に 生育

　 して い る．こ れ らの ガ レ 場 は 常 に 崩落 の 可能性が あ り不安

　定 で あ る．

　　伊 吹 凵」の ミヤ マ トウ キの 開花 は 6 月 か ら 7 月 に か け て，

　果実 は 9 月 ご ろ ま で 見 られ ， 開 花 し た 個 体 は その 後 枯 死 す

　 る．

　　4．飛 騨 川 の トウ キ 自生 地 の 生育環 境
慶

　　Fig．3 に 飛 騨 川 に お け る トウ キ自生 地 の 植生区分 図 を示
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Fig．3．　 Vegetational　Map 　on 　a　Angelica　acutiloba 　var ，αごut −

　　　 iloba　Communities 　alQng 　the　Hida　River （Locality
　 　 　 No ．9and 工0）

　　　 a ： arti 且cial 　forestation　of　C御 うtomeriaノ曜）onica 　 and

　 　 　 ChamaecyParis　 obtzasa，　b ： Castanea　crenata −（？uercas

　　　 mongolica 　 var ．　grosseserrata　 comrnunity ，　 c ： fiQoded
　 　 　 community ．

す．調査 地 は 飛騨川 の 上 流部 に 位 置 し，両 岸 の 山 腹 斜 面 は

ス ギ，ヒ ノ キ植 林 artificial 　 forestation　 of 　 C70／ptomeria

j
’
aPoniea 　and 　Chamaecmpan

’
s　obutZtS

・
a （Fig．3，　 a ）　と ク リ

ー

ミズ ナ ラ群 落 Czastanea　erenata −Qblercms　 mongolica 　 var ．

grosseserrata　 community （Fig．3，　 b） に 被 わ れ て い る．

トウ キ を含 む 河 辺植 生 群落 flooded　 community （Fig．3，
c ）が 飛騨．川 沿 い に発

．
達 して い る．

　調査 地 9 （TABLE 　I，　 locality　No ．9 ；Fig．3，9）は 久 々

野 町渚 の トウ キ自生 地 で 川岸は 直径 1〜3m の 岩石 か ら な

る．川 の 流れ に最 も近 い 部分 に は 洪水 に 対す る抵抗性 の 大

き い ネ コ ヤ ナ ギ低 木林 が ，岸 辺 か ら少 し離れ た 所 に は 高 さ

2m の カ ワ ラ ハ ン ノ キや キハ ギ な どが 優 占す る カ ワ ラハ ン

ノ キ低木林が ， 川 の 影 響 を受 け な い 後方斜面 に は ミ ズナラ

林が 成 立 して い る． トウ キが 含 まれ るネ コ ヤ ナ ギ低 木林 は

ヨ モ ギ，ネ ム ノ キ，ケ イ リ ュ ウ タ チ ツ ボ ス ミレ ，ヤ シ ャ ゼ

ン マ イ，ア キノ キ リ ン ソ ウ な どか ら成 り， トウ キ は カ ワ ラ

ハ ン ノ キ低 木林 に 近 い 部分 に 生育 して い た．た だ し，ネ コ

ヤ ナ ギ の 樹 冠 の 下 に は トウ キ は 見 られ ず，ネ コ ヤ ナ ギ の 樹

冠 の 隙 間 に 生 育 して い た．こ こ は 普段 は流水 の 影響 を受け
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な い が ， 増水時 に は 影響 を受け る 攪乱の あ る立 地 で あ る．

トウ キ と共に ヤ シ ャ ゼ ン マ イ，サ ツ キ，ケ イ リ ュ ウ タ チ ツ

ボ ス ミ レ な どが 見 ら れ た ．

　調査 地 10 （TABLE 　I
，
　 locality　No ．10 ；Fig．3，10） は

小 坂 町 無 数 原 の トウ キ 自生 地 で 礫質 の 川 原 に 直径 2m 前

後 の 岩 が 堆 積 して い る．流 水辺 に は ネ コ ヤ ナ ギ低 木林，ツ

ル ヨ シ 群 落 が 成 立 して お り，水辺 か ら遠 ざか る と フ サ ザ ク

ラ，キ ハ ギ， ウ ツ ギの 低木群落 を経て コ ナ ラ林 が 見 られ た．

さ らに 後 方 の 山腹斜面は ス ギ，ヒ ノ キ の 植林 地 とな っ て い

る．トウ キ は ネ コ ヤ ナ ギ低木林 と接 し，低 木 群 落 との 間 に

ヨ モ ギ，イタ ドリ，ケ イ リュ ウ タ チ ツ ボ ス ミレ な ど と共 に

生育 し て い た．通常 は 水 に 浸 か ら な い 立 地 で あ るが 調査地

9 の 場合 と同 様，増 水 時 に は影 響 を受 け る．

　飛 騨 川 の トウ キの 開 花 期 は 7 月か ら 10 月に か け て 長 く，

果 実 は 11月ご ろ まで 見 られ る．

　5．　 トウ キ お よび ミヤ マ トウ キ 自生 地 の 植 生

　植生調査 の 結果を TABLE 　IIIに 示す．表中の 数字 は常在

度 で （ ）内の 数字 は 被度の 範囲 を表 し，各 調査 地 で の 優

TAB しE　III．　 Summarized　Floristic　Composition　of　the　Angelica　acutigoba 　Complex　Cornmunities　in　Gifu　Prefecture

　　　　　　 and 　Its　Surroundings

Locality　number 123459101314

1）ate　of　releve

Number 　of 　releve

Ave．　Number 　of 　species

1991　　　1991
Sep．　　Sep，
15　 　 　 15

　4　　 　 5

工3，5　 　 6、O

1993　　 1991　　 1991
Sep．　 Aug．　 Aug．
19　　　 18　　　 9

　3　　　 3　　　 5
9『7　　　工2，3　　　5．0

1ggoMay28

　510

．O

1991　　　1991　　　1992
0ct．　　 Oct．　　 Jul、
20　　 　 26　 　　 27

　1　 　 　 4　 　 　 1

7．0　　　6．5　　　5．0

Differential　species 〔）f　Angegica　actttiloba 　var ．　iwatensis　community

Angegica　acuti 励 α var ．　iwatensi∫
Hosta 彫 ontana

GatiZt珊 vera 嬲 var ．　 asiaticZt嬲
EuPhorbia 　Pekinensis
SotidtrgO　 virga −aurea 　var 、　 asiatica
Chrysanthemum　 makinoi

伽 εガo％珊 erectum

EuPhrasia　insignis　 subsp ．　 iintfmai
Parnassia カα伽 5醜 s

Sedum　ve7t ’iciUatum
Boehmen

’
a 擁 餾 ψガs

Ti
’
lingia　holoPetala

14 （3−1）　5（4・2）　3〔2一工）
i4（4−2）　3（1−十）3（3−2）

Leucothoe 　grayana　var ．　oblongtfvli …
Shortia　 sotdane990ides
Sanguisorba　hakusanensis

…3（＋ ）

…3（＋）

…／（＋ ）

…1（
．
＋
・）

…2（＋ 〕

13（＋ ＞

il〔＋ ）

i1〔＋ ）

…

　　　　　　　 3〔3）　　5（3．−2〕　：　・

　　　　　　　3（4 ＋〕 ・ i・
5（1−．十．）　・

　　　　
・
　　　3（2−十 ）i　・

1〔＋ ｝

鼎 ）1i・ ） ： …：
　　　　　・　　　 ・　　 1 〔／）　　：

・1（1）
　　　　1（＋ ）　 1（＋ ）　 ・　　…・
5（2

−1） …　 　 　 　 …・

1（1）

潟　　　　／（． ） 1．
　　　　3（／

−
十 ）3（1

−3）
　　　　2（1−十 ）2（十 ）

　　　　3（ユ
ー十 ）2（十 ）

　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　 …
　　　　1（十・）　 2（十 ）

　　　　Miyamatohki
l（十 ）　　Ohbagibohshi
　　 　　Kibunakawaramatsuba
　　 　　Takatohdai
　　 　　Aki冂 okirinsoh

　　　　Ryunohgiku

　　　　Otogirisoh
　　　　IbukikQgomegusa

　　 　　Umebachisoh
　 　 　 　 Mitsubabenkeisoh

　 　 　 　 Akaso

　　 　　Ibukizeri
　 　 　 　 Hanahirinoki

　　 　　Iwakagami

　　 　　Karaitosoh
Di丘erential 　 species 　of 　Ang θlica　acutiloba 　 var ．　 actttiloろα community

　 且 ngelica 　acutiioba 　 var ．　 acutiloba 　 　
・
　 　

・
　 　

『
　 　

・

　 0 ∫munda 　 tancea　　　　　　　　　　　　　　
・
　　　　

…

　 Rhododendron 腕 4ガα 切 ¢ 　　　　　　　　　
・
　　　　

…

　 Artemisia か伽 oεカ5 　　　　　　　　　
・
　　　

…

　 Po ！ygonum　 cmpidatum 　　　　　　　　
…
　　　　　　　　　　　　

’

　 sα ♂ix　gracilis 砂♂α　　　　　　　　　　　
・
　　　

…

　 Vio　la　gmPocerzas　var ．吻 α廐 　 　 　 ・　 　 …

　 PhFagmites／
’
aPonica 　　　　　　　　　 ・　　　 …

　 S聯 aga 　fo吻 忽 var ．ガ魔 so’oゐα ’α 　
・

Companions
　 Carexろ♂ePharicarPa 　　　　　　　　　

・

　 騰 紹ガα β0ガ伽 η 血

　 Ro ∫α wichuraiana

　 劭 6 ゴθガα scand6n ∫ var ．脚 irei

　 Geranium ’伽 n ろergii

　 7
「
  9ium 柳 27zs

　 Liba η otis 　 coreana

　 Fi
’
liPendZtgaηz認 紛卿

　 A 〜nt ‘5　 serralatoide5 　　　　　　　　　　　　
・

1〔＋ ）　 　
・

1（＋）

1（＋）　　 ・
・　 　 1（＋ ）

3（1
−
＋）　 ・

3〔1 十 ）

2（＋）

…5〔3
−1）　1（5）

…L〔＋ ）　 ・

…1（＋ ）　
・

…4〔1
−
十 〕1（十 ）

i1（＋）　 1（＋ ）

13（4−1）　　・

i4（＋）　
・

i2（1　十 ｝1〔2）

」　一　．　．　．　．　．　．　一　．　．　．　．　．　一　．　．　．　．　．　．　．　．　．　一　．　．　．　．　．　．　．

4（3−2）　1〔2）　：

4（3
・
十）　1〔2）　…

1（＋）　 1〔3） …

　　　　　　 …

4（4
−1）　　・　 ：

4（1−＋）　・　 …

1〔＋ ） ．碁翁．…

TohklYasyazenlnai

SatsukiYomogiItadoriNekoyanagi

Keiryuhtachitul）osumire

Tsuruvoshi

Daimonjisoh

1（3）

1（1〕
1（＋ 〕

1（＋ 〕

1（十 ）　 1（十 ）

2（＋ ）

1〔＋ 〕

2（2．1）　 ・

2〔2
−
＋）　 ・ Syohjohsuge

FujiTerihanoibara

Hekusokazura

Gennosyohko
Shirotumekusa
Ibukibohfuh

Shilnotsukesoh

Kawarahannoki

Beside 　the　species 　listed　above ，　occur 　iD　IQcality　No ．1，4（3−1＞：Ctema彦お stans ，4（十 ）：Artemisia ブai）onica ，3 〔十 ）：Miscanthas 　sinens
’is’，

2（＋ ｝： l！ystaeniaめ 癩 ensi ，Petasites卿 磁 鱗 1〔＋ ）： Veratrum 嬲 駕 鯱 var ．鋤 ・niCtS・n，　 ClinoPodium　 macranthum ．　Sedunz　 kam −
tschaticttm，　Patrinia　V 〃 osa．　Lespedeaa　cuneata ，　PlantagO　asiatica，∫ωθ漉 α bimacr‘lata，　Po！ygala　tatan

’
noza’ii，　Vioia　9抛 0 ‘ eras ，　Clematis

temVeora，∠4mndinella　hirta；in　No ．2，2 （十 ）： （；eranium 　robertianunt ，1 〔十 ）： （：iinopodium　chiveense 　var ．　pan’tVeontm ；in　No ．3，3（4−2）：

Miscanthus　tincton
’
us ，2（1−十 〉： Rhododendron　tschonoshii，2（十 ）： Liliaceae　sp ．，1（十 ）； C α 鷹 sp ．，　Serratula　insugan

’
．s ；in　No ．4，3（十 ）；

Veratram 　stamineum ，2（2−十 ）： Sasa　kurilensis，1〔十 ）： lr／io　9a　sp、，　Thalictn｛m 　a4uilegijplium 　var ．　intermedium ，2（3−十）：Calamagrostis’

90ngiseta；in　No ．5，4〔1−十 ）； Woodsi 加 lystichoides．　ArtemiSia　leeis々eana ，3（十 ）：Gramineae　sp．，2（4−十 〉： Parthenoci∬ t‘∫ triczasPidata，1
（十）：Lespedeea　cyπ060 の α ；in　No ．9，3（2−1）： Avethoxanthum 　odoratum ，2（十 ）： 窟6万∬ 妙 o癬‘α．　Ro卿 a　indica，胴 ∫6’％ 隅 bifidum，ム ε腐

dentata，　 Cerastium　giomeratum ，1（十）； 翫 齠 s　 stogonzfera ，　 Vicia　 uniiuga ，　 Veronica　 arwensis ．1勉 6 昭 洳 lobata．　 LaPsana砂   仞 o 漉 ∫．
．4ngelica　Pubescens，　Miscanthus　 sacchanveonrs ，　 Ste〃齲 α 耀 伽 ，　P 翩 漉 crenata ，　Lesf）edc ．za 伽   齠 ；in　No ．ユ0β （1

−
十 ）：Pleioろ9asttss

力吻 翅 ガf．pubesc¢ ns ，1（十 〉： Rubtss　parvffolius，　Pei）gonum 　tongiseimm；in　No ．13，1（十 ）：Polygonum 　 thunbergii，　Hetoniopsis　 o 廊 η 副 お．
P ・tentilla　freyniana；Locality　number 　see 　TABLE 　I；4（3

−1）etc 　see 　text．
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占度 の 階級
8｝を示 し て い る．

　 ミヤ マ トウ キ と共 に 生育す る植物 に は オ オ バ ギ ボ ウ シ，

キ バ ナ カ ワ ラマ ツ バ ，タ カ トウ ダ イ，ア キ ノ キ リ ン ソ ウ，

リュウ ノ ウ ギ ク，オ トギ リ ソ ウ，イ ブ キ コ ゴ メ グ サ ，
ウ メ

バ チ ソ ウ， ミ ツ バ ベ ン ケ イソ ウ，ア カ ソ，イ ブ キ ゼ リ，ハ

ナ ヒ リ ノ キ，イ ワ カ ガ ミ，カ ラ イ トソ ウ な どが あ る．こ れ

らの 植 物 の う ち オ オ バ ギ ボ ウ シ，キ バ ナ カ ワ ラ マ ツ バ ，タ

カ トウ ダ イ ， ア キ ノ キ リン ソ ウ，オ トギ リソ ウ な ど は ス ス

キ群落 の 構成要素 で あ る
13b ）．ミヤ マ トウ キ が 出 現 す る 群

落 と して は 飛騨 山 脈 の 長 野 県 北 部 地 域 で 亜 高 由帯 の 蛇 紋 岩

地 帯 に 発達 した 広葉草原 で 見 られ る カ ラ イ トソ ウーオ オ ヒ

ゲ ガ リヤ ス 群集
13c）

　Sanguisorbo　hakusanensis −Calama．

grostietum　 longearistatae　OHBA 　 1974 が 知 られ て い る．

今 回 調 査 さ れ た ミヤ マ トウ キの 出現す る群落 は こ の 群 集

と は 明 らか に 性 格 を異 に す る もの で あ る が カ ラ イトソ ウ，

イブ キ ボ ウ フ ウ，ウ メ バ チ ソ ウ，シ モ ツ ケ ソ ウ，イ ブ キ ゼ

リ，シ ョ ウ ジ ョ ウ ス ゲ な どが共 通に 出現 し た．中部 地 方以

外 で は 関西 地方の 大峰 1【i系 ・大 台 ケ 原 の 海 抜 1，400m 以 上

の 稜線 の 岩場 に 分布す る カ ン サ イイ ワ ス ゲ
ー
オ オ ミ ネ コ ザ

ク ラ群集
i5）　Carici−Primuletum 　 okaInQtoi 　 NAKAMuRA 　 in

MIYAwAKI　1984 の なか に ミヤ マ トウ キ が 見 い だ され ， こ の

群落 は 亜 高山帯の 岩隙草本植物群落 で ある．関東地 方 で は

三 国 山脈 の 三 国峠，平標 山，仙 ノ 倉 山，谷 川 岳 な どの 亜 高

山性 広葉草 原 に み られ る オ ニ ア ザ ミ
ー

ヒ ゲ ノ ガ リヤ ス 群

集
i6 ）　Cirsio　nipPonensis −Calamagrostietum　longisetae

OHBA　1976に ミヤ マ トウ キ が 含 ま れ て い る．こ の よ うに

ミヤ マ トウ キ は 亜 高 山広葉草原 に 分 布の 中心 を持 っ て い る

もの と考 え られ る．今 回 調査 を行 っ た ミヤ マ トウ キ 自生 地

の 植 生 は ス ス キ群 落 の 構 成 要 素 をべ
一

ス と しな が らス ス キ

は 優 占せ ず ， 代 わ りに亜 高山 性 の 広 葉 草 原 の 構 成 要素 を含

ん だ 特殊 な植生 で あ る とい え る．

　 トウ キ と 共 に 生 育す る 植物 に は ヤ シ ャ ゼ ン マ イ，サ ツ キ，

ヨ モ ギ，イ タ ドリ，ネ コ ヤ ナ ギ，ケ イ リ ュ ウ タ チツ ボ ス ミ

レ，ツ ル ヨ シ，ダイモ ン ジ ソ ウ な どが あ る．こ れ らは い ず

れ も河 原や 渓畔に 多 い 多年 9：や 低木 で あ り，サ ツ キ群集
1η

Rhododendretum 　indici　 MINAMIKAwA 　 1963 に 含 め て 良 い

と考 え られ る．サ ツ キ群 集 は 関 東 地 方 南 部 か ら近 畿 地 方 の

渓流の 岩上 に 発達 し，常 に 流水 の 飛沫 を浴び 洪 水 で 冠水す

る よ うな立 地 に 生 育す る．

　青 森 県 で は 山地 の 草原 と 渓流の 両方の 立 地 に ミヤ マ トウ

キ が 見 られ る と い う報告
’S｝

もあ る が ，今 回の 岐阜県 お よ

び そ の 周辺 で の 調 査 で は 冷 温 帯 の 山地 に は ミヤ マ トウ キが

自生 し，中間温 帯 の 渓 流 に は トウ キが 自生 す る とい う種 内

分化 が 見 られ た．

　か つ て は 伊吹 山産 の 当帰が 1陽 に も流通 し ， その 品質は

大 和 当 帰 と 比 較 さ れ 優劣諸説 が あ る
2・5｝．基原 植物 を 同

一

種．とみ な して い た こ とか ら形 態，気味 効用 の 比較 に重点

が お か れ て 両 種 の 異 同 が 言 及 さ れ て い た
5）．今 回 の 調 査 で

は伊吹当帰の 基原 と され る ミヤ マ トウ キ A ．acuti！oba 　 var ．

iwatensisと 大和当帰 の 基原 と さ れ る トウ キ A ．　acutigoba

var ．曜 昭 蜘 加 の 生 育環境 の 違 い が 明 らか とな っ た．

結 論

　岐阜県 お よび そ の 周辺 に お い て，生 薬
“
当帰

”
の 基原植

物 トウ キ お よび ミヤ マ トウ キの 自生 地 の 植 生 調査 を行 い 以

下 の 知見 を得 た ．

　1． ［1皮阜県お よび そ の 周 辺 に は形 態 的 ・生 態的 に 異な る

2種 類 の 野生 トウ キ類 の 存在が 確 認 さ れ た．ひ とつ は 冷 温

帯 の 山 地 に 生 育 す る ミ ヤ マ ト ウ キ Angelica　acutigoba

KITAGAwA 　 var ．　iwatensis　HIKINo で
，

い ま ひ とつ は 中間温

帯の 渓 流 に分 布す る トウ キ A．acutigoba 　KITAGAwA 　var ．

acutiloba で あ る．

　 2．　 ミヤ マ トウ キ は 山地 の 稜 線 の 岩 場や 崖 地 に， トウ キ

は 増水時に 冠水す る渓 流 の 岩場 に 生 育 して い た．両者の 生

育立 地 は 「攬乱 の あ る立地」 とい う点 で は 共 通 して い る．

トウ キ類 は 土 地 的 な攪 乱 に対 す る適 応 性 を持 っ た植 物 で あ

る と考えられ る．

　3．　 ミヤ マ トウ キを含 む 群落 は オ オ バ ギ ボ ウ シ，キ バ ナ

カ ワ ラ マ ツ バ ，タ カ トウ ダ イ，ア キ ノ キ リン ソ ウ な どの ス

ス キ群 落 の 構 成 要素 に カ ラ イ トソ ウ，イブ キボ ウ フ ウ，イ

ブ キ ゼ リな どの 亜高山性 の 広葉草 原 の 構成要素 が 混成 した

広葉草本群落で あ っ た．

　4．　 トウ キ を含む 群 落 は サ ツ キ，ヤ シ ャ ゼ ン マ イ，ダ イ

モ ン ジ ソ ウ な どの 標 徴種 の 出 現 に よ りサ ツ キ群集 に 所属す

る．
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